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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、職場のストレスや幸福感といった主観的感情が個人の健康状態に及ぼす影
響を社会・文化的基盤と精神医学・遺伝的基盤の双方の機能から実証的に検証することであった。多くの日本企業で終
身雇用が崩壊し、年功序列から成果主義へ人事制度が移行する中、文化特徴的要因とその変遷が日本人の心理と健康に
及ぼす影響を調査した。結果、米国に比して日本の中年層に特徴的に見られる要因間の関係性、外資系企業に比して制
度変遷の著しい日本企業では制度運営の知覚適正度が従業員のコミットにより大きく影響すること、更にそうした日本
企業でも働き甲斐や会社に対する誇りといった要因が健康状態に正の関係を持つことが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to examine how subjective feelings such as stress 
and　happiness in the workplace affect the health condition by taking an empirical approach based on both 
sociocultural functions and psychiatric-genetic functions. In Japanese companies, a lifetime employment 
system has collapsed and a seniority-based payment system has been replaced. We examined how Japanese 
cultural characteristics and the transition affect mental and physical health of Japanese. Consequently, 
we found that (1) there were unique relationships among key psychological and health factors for the 
Japanese sample vs. for the U.S. counterpart, (2) the perceived adequacy of the company systems had a 
stronger relationship with the employee's commitment in the Japanese companies where the system 
transition had been more drastic than the foreign-owned companies in Japan, and (3) the sense of meaning 
and pride of one's work and company had positive associations with the employee’s health condition.

研究分野： 経営組織論

キーワード： 経営学　文化心理学　精神医学　エピジェネティクス
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１．研究開始当初の背景 
日本社会の制度的均衡が失われたバブル

崩壊後の「空白の 20 年」の間、実際にそこ
で生きる人々や企業は大きな負担を強いら
れてきた。協調的自己観が優勢であり、人々
の関係性の原理に基づく従前の日本社会と
その企業組織体に、成果主義という個人単位
での評価・競争原理が取り込まれてきた（北
山 2012; 内田・荻原 2012）。この結果、社会
構造と個人心理の双方において、様々な軋み
がもはや無視できない程に生じている（山岸
2002）。しかし現時点では、このような社会
的軋みが人の生理的反応、特に遺伝子発現を
経て個人の健康にどのような影響をもたら
すのかについては殆ど知られていない。本研
究において、経営学、文化心理学、精神医学、
遺伝子発現研究からの知見を統合して、どの
ようなメカニズムによって、制度的不均衡の
結果として労働者が健康被害を被ったり、ま
た企業では生産性が低下したりするのかを
体系的に検討することが研究開始当初の背
景であった 。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、職場におけるストレス、

精神健康、幸福感を支える「社会・文化的基
盤」ならびに「精神医学・遺伝的基盤」の双
方の機能を検証することであった。その際、
特に職場における動機づけ（個人達成志向と
関係志向）が幸福感や生産性に与える影響に
ついてのメカニズムを経営学、文化心理学、
神経科学、分子医科学（遺伝子発現修飾）の
分析枠組みで解明し、新しい経営学的知見を
得て実社会にもフィードバックすることを
目的とした。 
 
３．研究の方法 
本研究目的を達成するために、今回は (1). 

主観的な感情測定アプローチと、(2). 生理指
標アプローチの 2 つを並行して実施した。な
お、(1). 主観的感情測定アプローチの方法と
して、(1)‐①：状況サンプリング調査、(1)
‐②：ウェブサーベイ調査 a,b、(1)‐③：
MIDJA/ MIDUS データ調査、の 3 つを本研
究では実施した。それぞれの研究方法の詳細
について以下に記述する。 

(1)‐①：状況サンプリング調査に関して 
複数企業の従業員を対象に、職場での状況

記述とその際に生じる感情に関して、状況サ
ンプリング法（Kitayama, et al.,1997）を用
いて調査を実施した。より具体的に言えば、
日系企業と外資系日本法人という一般的に
企業の人事制度が異なることが指摘されて
いる 2つの集団に属する日本人従業員を対象
に、それぞれ相互独立的/個人達成志向的と思
われる状況（独立条件）、もしくは相互協調
的/関係志向的と思われる状況（協調条件）を
過去の経験から複数想起してもらい、各々の
状況で生じた感情等について評定してもら
った。回答者は日系企業、外資系日本法人の

いずれにおいても日本人を対象にしている
が、働いている職場が日系企業か外資系日本
法人企業かで、各条件において想起される状
況やその時に生じる感情等評定に体系的な
違いがあるかどうかを調査することが主要
な目的であった。 
 (1)‐②：ウェブサーベイ調査に関して 
ウェブ調査 aにおいては状況サンプリング

で得られた知見を基に、より大規模なサンプ
リングデータによって信頼性・妥当性を担保
することを目的として実施した。具体的には、
日系企業もしくは外資系日本法人に勤務す
る日本人を対象に、状況サンプリング法で用
いた質問項目に加え、より包括的な制度変数、
心理変数及びデモグラフィック変数を回答
者に評定してもらったうえで、調整媒介分析
(Moderated Mediation Analysis)を行い、そ
のメカニズムおよびインパクトの違いを検
証した。また、ウェブ調査 b においては、企
業従業員や無職者なども含めて対象とし、自
己価値のもちかたと職場・社会の価値の認知
について測定し、それらのずれがメンタルヘ
ルスに関連する程度を測定した。 
 (1)‐③：MIDJA/ MIDUS データ調査につ
いて 

MIDJA (Midlife in Japan) / MIDUS 
(Midlife in US)とは、日本人および米国人の
中高年を対象にした「しあわせと健康」に関
する大規模調査データである。このデータで
は、個人の性格特性、感情価、健康状態、お
よびデモグラフィック情報などについて詳
細なデータを収集しており、広く一般に公開
されている。本研究では、これらデータを用
いて、日本人と米国人との比較分析を実施す
ることで、より信頼性・妥当性の高い知見の
獲得を目指した。本調査で検証した心理モデ
ルは複数あったが、例えば、怒りという感情
に着目し、それに対する制御方略が、ストレ
スや人生満足感といった心理に対して及ぼ
す影響について検証した。さらに文化的自己
観（相互協調的自己観と相互独立的自己観）
が怒りの制御方略に及ぼす影響も合わせて
検証した。分析手法としては共分散構造分析
を用い、日本人と米国人との比較分析をする
ことによって、その文化差を主に検討した。 
 (2). 生理指標アプローチの方法について 
(2)‐①では、調査協力企業に勤務する日本人
従業員のうち、人間ドックを受診した 40 歳
以上の男性社員を対象に調査を実施した。参
加者には、同意書の記入をした後、通常の採
血で取られた血液の一部を本調査用に提供
してもらった。加えて、満足感、ストレス、
職場に対する評価といった心理変数に関す
る質問紙への回答もしてもらった。本調査の
学術的な背景として、CTRA（Conserved 
Transcriptional Response to Adversity）に
関する知見を用いた。個人の身体を構成する
様々なたんぱく質は遺伝子情報を基に作成
されるが、個人が置かれた環境もしくはその
状況をその個人がどのように知覚するかに



よって、たんぱく質の生成に影響が及ぼされ
ることがこれまでの先行研究から指摘され
ている。CTRA は、ストレスや孤独感といっ
た社会的要因の影響によって、それが過剰/
過少に生成されることが分かっており、個人
の健康状態を測定する生理指標として妥当
であることが一連の研究によって示されて
いる（例えば、Cole et al., 2015; Fredrickson 
et al., 2015; 2013）。ただし、これまで得られ
た知見は米国人を対象にしたものであり、日
本人を対象にした研究はこれまでなされて
いない。さらに企業や職場といった経営学的
な文脈によって CTRA を議論した研究もこ
れまで無かった。これらの点について検証す
ることが本研究の新規性である。さらに、(2) 
－②として、血液中生理活性物質を用いたス
トレス状況および適応状況の評価バッテリ
ーを構築した。具体的には、5000 名以上の
日本人のストレス・血液中生理活性物質デー
タベースから、ストレスやうつ病に関わる生
理活性物質を選択し、ストレスやうつ病を評
価するための血液検査項目を確立。データベ
ースから独立した就労者集団を対象にした、
同血液検査結果とストレス、適応状態、およ
びうつ状態の照合、分析により、妥当性を検
証。さらに支援的介入を施行した場合の検査
結果を検討した。ストレスあるいは仕事に対
する満足感といった心理状態に対して、詳細
な観察や面談によって可視化するほかに、血
液検査という客観的で大量処理可能な方法
で可視化できることを検証した。 
 
４．研究成果 

(1)‐①：状況サンプリングに関して、これ
までの調査から得られた知見として、以下の
ものがある。まず、相互協調的自己観が優勢
な日本人では、独立的な状況よりも協調的な
職場状況において、よりポジティブな感情が
高まる（もしくはネガティブな感情が低ま
る）という仮説を研究代表者らはもっていた
が、これについては、予想通りの結果を得る
ことが出来た。そして、この結果は、伝統的
な日系企業と外資系日本法人企業という一
般的に人事制度が異なるとされる企業タイ
プで分けて検証しても、違いが見られなかっ
た。しかし、職場満足に対して、外資系企業
の従業員では、独立的自己観と協調的自己観
の双方がポジティブに影響を与えるのに対
し、日系企業の従業員では、独立的自己観の
みポジティブな影響を及ぼし、協調的自己観
は影響を及ぼさないという違いが見られた。 

(1)‐②：a のウェブサーベイでは、上記で
得られた職場満足に対する協調的自己観の
影響のインパクトが日系企業と外資系企業
の日本人社員とでは異なるという結果をよ
り一般的なサンプルを用いて再検証した。結
果として、職場満足に対して、外資系企業の
従業員では、独立的自己観と協調的自己観の
双方がポジティブに影響を与えるのに対し、
日系企業の従業員では、独立的自己観のみポ

ジティブな影響を及ぼし、協調的自己観は影
響を及ぼさないという状況サンプリングで
見られた傾向と同様の結果が得られた。さら
に、本調査では、回答者が所属する企業の成
果主義の浸透度合い（例えば、成果主義の導
入割合、360 度評価の導入程度）についても
回答をしてもらったが、この度合いは日系企
業に比べて外資系企業は有意に高く、さらに
協調的自己観は成果主義の導入程度が高く
なるにつれて職場満足にポジティブな影響
を与えるという知見が得られた。これらの一
連の結果について、研究代表者らは『従来、
日系企業では集団の維持機能が放っておい
ても上手く機能していた一方で、外資系企業
では集団の維持機能を意識的に培ってきた。
しかし、昨今の社会経済的・文化的な理由に
よって、現代の日系企業では集団維持機能を
サポートする土壌が失われてしまっている
可能性が高い。そして、維持機能が失われた
場合、協調的な人は職場満足を感じないだろ
う』と解釈した。この知見は、現在論文にま
とめており、経営系の国際ジャーナルに投稿
する予定である。 

b のウェブサーベイにおいては、自分の価
値が個人達成志向的（競争志向）であるにも
かかわらず周囲の環境（職場環境）の競争性
が低い場合の不一致で、もっともメンタルヘ
ルス不調へと結びつきやすいことが確認さ
れた。これらの成果の一部についてはストレ
ス科学研究に掲載され、また、別途心理学系
のジャーナルにも投稿中である。また、特に
非正規雇用者や無職者においては、日本文化
の価値観とのずれが経験されやすいことな
ども見いだされ、国際誌 Frontiers in 
psychology に掲載された。また、これらを総
合して、競争志向性にかかわる個人主義が日
本のメンタルヘルスにもたらす弊害につい
ても検討し、Frontiers in psychology や
psychologia などの国際誌に掲載された。 

(1)‐③：MIDJA/ MIDUS データを用いた
分析については、非常に多岐にわたる成果が
出ているが、ここでは特に感情制御における
怒りの文脈に着目した研究知見について言
及する。先行研究では、怒りの対処方略とし
て、抑制・表出・コントロールの 3 つが主に
議論されてきた。本研究ではこれらの対処方
略が、社会的不安を介して知覚されたストレ
スに対して影響を及ぼすという媒介モデル
を想定した上で、日本人と米国人とでの共分
散構造分析を用いた比較分析を実施した。結
果として、ストレスに対して怒りの抑制とい
う対処方略は社会的不安に媒介されること
が示された。さらに抑制と社会的不安の相関
の高さは、日本人が米国人よりも有意に高い
という結果も示された。さらに、この 3 つの
感情制御方略に対して文化的自己観が先行
要因としてどのような影響を及ぼすのか、さ
らにこれらの感情制御方略が結果として人
生満足感にどのような影響を及ぼすのかに
ついて次に検討した。具体的には、独立的・



協調的の 2 つの文化的自己観から 3 つの感情
制御方略を経て人生満足につながるパスモ
デルを想定し、共分散構造分析を用いて日米
比較を実施した。結果として、米国人では独
立的自己観と怒りの抑制・表出との間に有意
な負の相関が見られた一方で、日本人では正
の相関が見られた。これらの知見は既に論文
にまとめ公刊されている。 

(2). 生理指標アプローチで得られた成果
については以下となる。(2)‐①について、本
研究で用いた生理指標である CTRA は、先行
研究では人生満足感との関係で議論されて
いる。そこでは人生満足は大きく分けて 2 タ
イプあり、1 つは個人の欲求を満たすという
意味での快楽的(Hedonic)な満足感、もう 1
つは社会への貢献や人生における自己の意
味といった人生の意義的(Eudaimonic)な満
足感である。そして、先行研究において、快
楽的(Hedonic)な満足感は個人の健康にネガ
ティブな影響を及ぼす一方で、意義的
(Eudaimonic)な満足感はポジティブな影響
を示すことが指摘されている。ただし、これ
までの先行研究は欧米の参加者を対象にし
たものであり、日本人においても同様の結果
が得られるかについて検討したものはなか
った。加えて、本研究では企業に勤務する従
業員に焦点を当てており、職場環境に関する
個人の心理状態が CTRA に及ぼす影響につ
いて検討したという意味でも独創性のある
研究であった。結果として、まず人生満足感
と CTRA の関係については日本人を対象に
した本研究においても先行研究と同様の知
見が得られた。すなわち、快楽的(Hedonic)
な満足感は健康状態にネガティブな影響を
示した一方で、意義的(Eudaimonic)な満足感
はポジティブな影響を示した。さらに、職場
に対する誇りや周囲との結びつきといった
職場環境に対する個人の感情は健康状態に
ポジティブな影響を及ぼすことが示された。
この結果は、職場における仕事のやりがいや
絆といったものが健康状態に影響すること
を実証したという点で意義がある。さらに、
(2)‐②の CTRA 以外の生理指標としてスト
レス・うつ血液検査と満足度や適応状況との
照合を行った結果から、強いストレスを感じ
てうつリスクが高まっている場合には、上司
の公正な態度、経営層との信頼関係、個人の
尊重、公正な人事評価、キャリア形成、職場
の一体感、ワーク・エンゲージメントといっ
た項目に対して強い不満や不信を持ってい
ることが示された。これは CTRA による検討
結果と一致した方向の事実を示していると
考えられた。健康経営という言葉が頻繁に用
いられている昨今の状況において、その重要
性をサポートする知見であると考えられる。
この知見については、既に論文にまとめ、医
学系の国際ジャーナルに現在投稿中である。 
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